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場所年月 追手風喜太郎 対戦日 越ヶ濱岩五郎
文政７．１０  西前七 ● 黒 柳（七日目）越ヶ濱○ 東幕下２２）
〃 ８．１  〃 〃 △ 〃 （六日目） 〃 △３）〃前七
〃 ８．１０  〃前六 △ 〃 （七日目） 〃 △ 〃前五
〃 ９．１ 〃 〃 〃 （ なし ） 〃 〃 〃
〃 ９．１０ 〃前三 〃 （ 〃 ） 〃 〃前四
〃 １０．３ 〃前四 〃 （ 〃 ） 〃 〃 〃
〃 １０．１１ 〃前二 〃 （ 〃 ） 〃 〃前一
〃 １１．３ 〃前四 〃 （ 〃 ） 〃 〃小結
〃 １１．１０  〃前一 △ 〃 （九日目） 〃 △ 〃前一
〃 １２．２ 〃 〃 〃 （ なし ） 〃 〃 〃
〃 １２．１０  〃 〃 ○ 〃 （四日目） 〃 ● 〃 〃
〃 １３．３ 〃 〃 〃 （ なし ） 〃 〃 〃
〃 １３．１１ 〃 〃 〃 （ 〃 ） 〃 〃 〃
天保２．２ 〃 〃 逐手風（ 〃 ） 〃 〃 〃
〃 ２．１１ 〃 〃 〃 （ 〃 ） 〃 〃 〃
〃 ３閏１１ 〃 〃 〃 （ 〃 ）荒 磯 〃 〃４）
〃 ４．２  〃 〃 ● 〃 （八日目） 〃 ○ 〃 〃
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〃 ４．１１ 〃小結 追手風（ なし ） 〃 〃 〃
〃 ５．１  〃 〃 ○ 〃 （六日目） 〃 ● 〃 〃
〃 ５．１１  〃関脇 ○ 逐手風（四日目） 〃 ● 〃前二
〃 ６．１  〃 〃 ○ 追手風（七日目） 〃 ● 〃前四
〃 ６．１０  〃小結 ○ 〃 （八日目） 〃 ● 〃 〃
〃 ７．２  〃 〃 ○ 〃 （四日目） 〃 ● 〃前三
〃 ７．１１ 〃大関 〃 （ なし ） 〃 〃前二
〃 ８．１  〃関脇 ○ 〃 （四日目） 〃 ● 〃 〃
資料（２）： 木村正蔵の行司歴
文政６（１８２３）年１０月の錦絵（小柳と四賀峯の取組，春亭画，『江戸相撲
錦絵』（pp．３０―１））で木村庄太郎（第四席）が素足なので，文政５年以降
の行司歴を見て行くことにする。
文政５年１０月 庄之助（８代）―伊之助（３代）―庄太郎（５代）―正蔵
この席順は文政７年正月場所まで同じ。
文政７年１０月 庄之助（９代）―伊之助―正蔵―庄太郎（６代）
５代庄太郎が９代庄之助を襲名し，正助が６代庄太郎になっ
た。この席順は文政８年１０月まで同じ。
文政９年正月 庄之助―伊之助―庄太郎―与太夫
正蔵は番付からいなくなる。これは文政１１年３月まで同じ。
文政１１年１０月 庄之助―伊之助―正蔵―庄太郎―与太夫
正蔵は復帰する。この席順は文政１３年１１月まで同じ。
天保２年２月 庄之助―正蔵―庄太郎―与太夫
これは天保２年１１月まで同じ。伊之助が引退した。伊之助は
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天保５年１月まで消える。
天保３年１１月 庄之助―正蔵―与太夫―喜代治
庄太郎がいなくなる。
天保４年２月 庄之助―正蔵―庄太郎―与太夫―喜代治
庄太郎が復帰する。
天保４年１０月 庄之助―正蔵―喜代治―正九郎
天保５年１月 庄之助―正蔵―喜代治―与太夫―正九郎
天保５年１０月 庄之助（９代）―正蔵―喜代治―伊之助
伊之助が復帰するが，第四席になっている。
天保６年正月 庄之助（喜左衛門再勤）―勘太夫―宗助
正蔵と伊之助が番付から消えている。正蔵が復帰するのは天
保７年１１月である。
天保６年１０月 庄之助―伊之助―峰之助―勘太夫―鬼一郎―金治郎
伊之助の名が番付に見える。
天保７年２月 木村松翁―庄之助（１０代）―伊之助―勘太夫―鬼一郎
木村松翁が番付に見える５）。
天保７年１１月 松翁―庄之助―伊之助―峰之助―禎蔵―勘太夫―鬼一郎
正蔵は禎蔵に改名し，復帰する。
天保８年正月 松翁―庄之助―伊之助―峰之助―正蔵―勘太夫―鬼一郎
禎蔵を正蔵へ再び改名する。
天保８年１０月 松翁―庄之助（１０代）―峰之助―正蔵―勘太夫―鬼一郎
伊之助が番付から消える。正蔵は第四席である。この席順は
天保９年１０月まで基本的に同じ。
天保１０年３月 松翁―庄之助（１１代）―伊之助―鬼一郎―市之助―竜五郎
庄太郎が庄之助（１１代）は襲名した。これは天保１２年１１月ま
で同じ。正蔵は天保１３年１０月まで番付から消えている。
天保１３年２月 庄之助―伊之助―源吾―鬼一郎
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松翁が引退した。庄之助が首席になる。第三席が源吾になっ
ている６）。
天保１３年１０月 庄之助―伊之助―鬼一郎
源吾が番付から消える。
天保１４年１月 庄之助―伊之助―鬼一郎
正蔵は復帰し，禎蔵に改名している。禎蔵は番付一段目の左
端に記載されているが，この席順が「実際の」席順と同じか
どうかは定かでない。
天保１４年１０月 庄之助―伊之助―庄太郎―鬼一郎
禎蔵が庄太郎に改名している。庄太郎は番付一段目の右端に
記載されている。
天保１５年正月 庄之助―伊之助―鬼一郎
庄太郎から正蔵に改名している。番付では鬼一郎のほうが正
蔵より上位になっている７）。番付の記載方法が変わっている
のか，何か特別の理由があるのかはっきりしない。本来なら，
鬼一郎より上位にいるはずだからである。
弘化２年２月 正蔵は庄之助（第１２代）となる。嘉永６年２月場所まで
続く。
注
１）この資料は本稿に提示してもよいという許可を田中健氏から受けてある（２０１２年
９月）。内容はそのままだが，提示の仕方が少し異なる。
２）酒井著『日本相撲史（上）』（p．２６７）では黒柳の七日目対戦相手が「越ノ海」とな
っているが，これは「越ヶ濱」のミスである。越ノ海はこの場所，休場していた。
たとえ休場していなくても，越ノ海と黒柳は同じ西方なので，対戦しない。
３）この△印は「勝負預り」を表す。
４）越ヶ濱は三日目から荒磯に改名している。
５）「松翁」という名称のついた行司や年寄に関しては池田著『大相撲ものしり帖』（H
２，pp．１９１―５）に簡潔な解説がある。天保７年２月番付に見られる木村松翁は行司
を引退していた８代木村庄之助が行司に復帰し，１０代木村庄之助の上位になってい
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る。６代木村庄太郎が天保１０年３月に１１代木村庄之助を襲名しても，この木村松翁
は首席のままだった，つまり，木村松翁は天保７年２月から天保１２年１１月まで常に
首席，１０代と１１代木村庄之助は第二席だった。第二席だった１１代木村庄之助が首席
になったのは天保１３年２月である。木村庄之助は天保１２年１１月に行司を引退してい
る。
６）荒木著『相撲道と吉田司家』（p．１９８）に「天保１２年６月，木村玉之助，木村源吾
を行司故実門人とす」とある。この行司は大阪相撲から参加したのかもしれない。
この場所だけ番付には記載されている。
７）『当世相撲金剛伝（東）』（天保１５年）には木村正蔵が他の行司と別格に掲載され
ている。
